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2 9 年度一般会計予算・特別会計予算を可決
　　　　　　　　　　　　　移住促進・空家状況調査・農産物特産品開発・

産後ケア・ネット通販サイト委託等の新規事業開始3月
定例会 　平成 29 年 3 月定例会は、2 月 27 日から 3 月 14 日まで、14 日間の会期

で開催されました。
　9 名の一般質問、29 年度一般会計・特別会計予算、補正予算など、村
長提出議案 26 件、委員会提出議案 5 件、議員提出議案 2 件、請願 1 件、
陳情 2 件を、審議しました。
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　御山マレットゴルフ場トイレ改修及 び維持補修工事は、ボール飛び出し防止

ネットのコース全外周包囲や 1.5m の高 さに疑問を呈し、競技者のニーズを考慮

し総合的な判断をすべきとの要望を加 えた。

　田舎暮らしお試しハウス住宅整備は、 移住希望者の立場になってロケーショ

ンの良い場所や快適な居住空間を熟考 して決定するべきものであることを共

有。拠点施設交付金の採択がカギとなる。

◎
29
年
度
一
般
会
計
予
算

　

新
規
事
業
の
予
算
が
村

の
活
性
化
に
有
効
で
あ
る

か
、
委
託
事
業
の
中
身
や

必
要
性
を
議
論
し
、
大
規

模
改
修
工
事
の
減
少
で
減

額
と
な
っ
た
な
か
で
取
り

組
む
新
規
事
業
も
多
く
、

概
ね
納
得
の
い
く
も
の
と

判
断
さ
れ
た
。

反
対
討
論

・
医
療
費
特
別
給
付
金
支

給
年
齢
の
引
き
上
げ
や
、

若
者
定
住
促
進
事
業
に
地

域
制
限
が
あ
る
こ
と
、
樅

の
木
荘
建
て
替
え
の
進
め

方
に
疑
問
。

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
関

連
予
算
、
農
業
委
員
会
の

構
成
変
更
・
農
地
利
用
最

適
化
に
問
題
あ
り
。

賛
成
討
論

・
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
の

整
備
を
は
じ
め
活
性
化
に

有
効
な
新
規
事
業
に
期
待

が
持
て
る
。

・
30
く
ら
い
の
地
域
活
性

化
に
有
効
な
新
規
事
業
が

あ
り
相
対
的
に
バ
ラ
ン
ス

予算審査特別委員会を設置し、4 日間
にわたり審査を重ね、29年度一般会
計予算歳入歳出総額 41 億 2500 万円
などを可決。

支援に重点
案 8 件について審査
阿部　泰和

　産後ケアは母子手帳配布時に2,000円 3 枚綴りを配布。里帰り出産による県外

の医療機関受診の場合でも、償還払いで 対応することを確認した。

人気のストライダーで楽しむ

原中学校体育館天井照明等脱落対策工事 802 万円

原小学校職員更衣室・休憩室改修工事 290 万円

原小学校教室棟廊下結露防止改修工事 616 万円

奨学金支給 24 万円

図書館外壁等改修工事 3,154 万円

八ヶ岳美術館企画展補助 250 万円

御山マレットゴルフ場トイレ改修及び維持補修工事 849 万円

障がい者福祉計画策定業務 290 万円

老人福祉計画策定業務 290 万円

地域福祉センター改修のための調査・設計 376 万円

生活支援体制整備事業 733 万円

健康増進計画策定業務 290 万円

もみの湯改修工事 239 万円

子ども子育て支援事業（子育て短期支援事業） 5 万円

産後ケア 23 万円

子育て支援センターあり方検討 19 万円

老人医療費特別給付金 1 億 900 万円

もみの湯引湯管布設替工事 1 億 68 万 円

樅の木荘概要設計 195 万円

主な新規事業・　継続拡充事業　
教育・子育て支援・福祉

ストライダーエンジョイパーク

新規

継続拡充
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　御山マレットゴルフ場トイレ改修及 び維持補修工事は、ボール飛び出し防止

ネットのコース全外周包囲や 1.5m の高 さに疑問を呈し、競技者のニーズを考慮

し総合的な判断をすべきとの要望を加 えた。

　田舎暮らしお試しハウス住宅整備は、 移住希望者の立場になってロケーショ

ンの良い場所や快適な居住空間を熟考 して決定するべきものであることを共

有。拠点施設交付金の採択がカギとなる。

予算審査
特別委員会

移住促進、子育て
一般会計予算など議

委員長

が
取
れ
て
い
る
。

◎
29
年
度
国
民
健
康
保
険

事
業
勘
定
特
別
会
計
予
算

　

県
へ
の
移
行
の
た
め
の

シ
ス
テ
ム
が
賛
成
・
反
対

の
論
点
と
な
っ
た
。

◎
29
年
度
水
道
事
業
会
計

予
算

　

量
水
器
取
替
は
設
置
後

８
年
を
経
過
し
た
も
の
が

対
象
。
水
道
事
業
で
負
担
。

水
道
技
術
管
理
者
は
２
名

だ
が
今
後
増
や
し
て
い
き

た
い
。

◎
29
年
度
下
水
道
事
業
会

計
予
算

　

下
水
道
事
業
計
画
認
可

変
更
の
下
水
道
区
域
は
減

ら
し
て
い
る
。
マ
ン
ホ
ー

ル
の
修
理
は
随
時
実
施
。

可
決

可
決

可
決

可
決

　産後ケアは母子手帳配布時に2,000円 3 枚綴りを配布。里帰り出産による県外

の医療機関受診の場合でも、償還払いで 対応することを確認した。

八ヶ岳自然文化園ガイドツアーデスク整備 619 万円

八ヶ岳自然文化園ストライダーエンジョイパーク設置工事 270 万円

中央道バス停（上り）駐車場整備工事 200 万円

移住応援サイト構築 300 万円

空家状況調査 430 万円

田舎暮らしお試しハウス住宅整備 1,417 万円

農業振興地域データ作成業務 164 万円

農産物特産品開発委託 100 万円

ネット通販サイト委託 105 万円

郷土館土蔵なまこ壁等復元工事 392 万円

郷土館土蔵内装工事 268 万円

情報セキュリティ強化対策事業 385 万円

地域おこし協力隊事業 867 万円

定住自立圏道路整備事業 500 万円

ふるさと寄付金事業 214 万円

主な新規事業・　継続拡充事業　
移住促進・産業振興

ストライダーエンジョイパーク

産後ケア

御山マレットゴルフ場

田舎暮らしお試しハウス

新規

継続拡充
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総務
産業

◎
職
員
定
数
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

村
長
の
事
務
部
門
の
職

員
89
人
↓
95
人

　

教
育
委
員
会
の
事
務
部

門
の
職
員
12
人
↓
14
人

◎
職
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
育
児
休
業
、
介
護

休
業
の
取
得
条
件
の
緩
和

条
例
等
４
条
例

◎
職
員
の
自
己
啓
発
等
休

業
に
関
す
る
条
例

　

公
務
に
支
障
が
無
く
公

務
に
関
す
る
能
力
が
向
上

す
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

に
大
学
等
に
お
け
る
修
学

等
の
為
に
、
休
業
す
る
こ

と
を
承
認
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

◎
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例  

　

消
費
税
10
％
の
施
行
日

の
延
期
等
に
対
応
。

◎
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
９
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
4

千
179
万
円
を
減
額
し
、
総

額
を
45
億
2
千
605
万
円
と

す
る
。

総
務
課

　

ふ
る
さ
と
寄
付
金
増
額

と
、
急
速
充
電
器
課
金
装

置
設
置
工
事
取
り
止
め
に

よ
る
補
正
。

農
林
課

　

県
営
農
道
整
備
事
業
等

の
減
額
補
正
。

　
﹁
テ
ロ
等
組
織
犯
罪
準

備
罪
﹂
法
案
の
提
出
に
反

対
す
る
意
見
書
の
採
択
を

求
め
る
請
願  

　

農
業
者
戸
別
所
得
補
償

制
度
の
復
活
を
も
と
め
る

陳
情
書  

も
み
の
湯
温
泉
新
設
タ
ン

ク
の
確
認

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

採
択

不
採
択

職
員
の
自
己
啓
発
休
業
の
条
例
新
設

委
員
長　

小
池 

和
男

社会
文教

◎
医
療
費
特
別
給
付
金
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
　

老
人
医
療
費
特
別
給
付

対
象
年
齢
を
本
則
に
て

「
満
66
歳
」
を
「
満
70
歳
」

に
改
め
、
制
定
附
則
に
て

段
階
的
に
改
め
る
も
の
。

反
対
討
論

　

高
齢
者
が
安
心
し
て
生

活
す
る
た
め
に
大
事
な
制

度
で
あ
る
。
老
人
医
療
費

特
別
給
支
給
対
象
年
齢
は

65
歳
以
上
に
戻
す
べ
き
で

あ
る
。

賛
成
討
論

　

給
付
年
齢
が
70
歳
は
妥

当
。
給
付
年
齢
が
明
確
化

さ
れ
た
の
は
良
か
っ
た
。

◎
道
路
工
事
等
分
担
金
徴

収
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

文
言
を
変
更
す
る
も
の
。

◎
村
道
八
个
岳
山
ろ
く
鉢

巻
線
及
び
同
線
取
付
線
新

設
改
良
工
事
費
分
担
金
徴

収
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

　

村
道
八
个
岳
山
ろ
く
鉢

巻
線
が
県
道
に
移
管
さ
れ

た
た
め
。

◎
道
路
線
の
廃
止
及
び
認

定
　

私
有
地
及
び
現
状
と
異

な
る
路
線
を
現
状
に
改
め

る
も
の
。

◎
28
年
度
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

28
年
度
よ
り
開
始
し
た

第
５
水
源
、
第
６
配
水
池

の
機
械
及
び
装
置
の
減
価

償
却
費
。　
　
　
　
　

◎
28
年
度
下
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

収
益
的
支
出
の
予
定
額

の
増
額
、
資
本
的
支
出
の

予
定
額
の
減
額
。

　
　
　
　
　
　
　

◎
私
立
高
校
へ
の
公
費
助

成
に
関
す
る
意
見
書
を
求

め
る
陳
情

　

私
立
高
校
へ
の
就
学
支

援
金
制
度
の
拡
充
、
経
常

費
補
助
の
増
額
。
教
育
条

件
改
善
の
た
め
の
施
設
、

設
備
費
の
補
助
。
授
業
料

軽
減
補
助
の
増
額
等
。

社
会
体
育
館
、
中
央
公
民

館
耐
震
補
強
後
の
視
察

委
員
長　

芳
澤 

清
人

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

採
択

可
決

　

条
例
8
件
、
補
正
予
算
１
件
、
請
願
１
件
、
陳
情
１
件

　

を
審
査
。

　

補
正
予
算
２
件
、
認
定
１
件
、
条
例
３
件
、
陳
情
１
件

　

を
審
査
。

老
人
医
療
費
、
給
付
年
齢
の
明
確
化

もみの湯温泉タンク（新設）
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平 成 2 9 年 第 1 回 定 例 会 表 決 結 果
　委員会審査表記：総（総務産業常任委員会）、社（社会文教常任委員会）、予（予算審査特別委員会）
　本会議審議結果表記　：　○は賛成、×は反対、▽は退席、－は欠席、議長は可否同数時のみ裁決する

議案等
番号

 議　　員　　名
議　　案　　名　　等　　　　　　　　　　　

委員会審査 矢
島　

昌
彦

松
下　

浩
史

阿
部　

泰
和

内
田　

章
子

鮫
島　

和
美

芳
澤　

清
人

永
井　

和
人

小
池　

和
男

小
林
庄
三
郎

宮
坂　

早
苗

本 

会 

議　

審
議
結
果

付託先 審査結果

≪村長提出≫
承認第 1 号 専決処分の承認（28 年度一般会計補正予算（第８号）） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

議案第 1 号 諏訪広域連合規約の一部変更 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第 2 号 職員定数条例の一部を改正する条例 総 全会一致
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第 3 号 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 総 全会一致
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第 4 号 職員の勤務時間及び休暇等に関する条例の一部を改正する条例 総 全会一致
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第 5 号 特別職の職員で非常勤の者の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正 総 全会一致
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第 6 号 一般職の職員の給与に関する条例の一部改正 総 全会一致
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第 7 号 職員の自己啓発等休業に関する条例 総 全会一致
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第 8 号 税条例等の一部改正 総 全会一致
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第 9 号 医療費特別給付金条例の一部改正 社 賛成多数
可決 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第 10 号 中央高原保健休養地管理条例の一部改正 総 全会一致
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第 11 号 道路工事費等分担金徴収条例の一部改正 社 全会一致
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第 12 号 村道八ヶ岳山ろく鉢巻線及び同線取付線新設改良工事費分担金徴収条例を廃止する条例 社 全会一致
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第 13 号 道路線の廃止及び認定 社 全会一致
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第 14 号 28 年度一般会計補正予算（第９号） 総 全会一致
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第 15 号 28 年度水道事業会計補正予算（第２号） 社 全会一致
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第 16 号 28 年度下水道事業会計補正予算（第２号） 社 全会一致
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第 17 号 29 年度一般会計予算 予 賛成多数
可決 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第 18 号 29 年度国民健康保険事業勘定特別会計予算 予 賛成多数
可決 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第 19 号 29 年度国民健康保険直営診療施設勘定特別会計予算 予 全会一致
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第 20 号 29 年度有線放送事業特別会計予算 予 全会一致
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第 21 号 29 年度農業者労働災害共済事業特別会計予算 予 全会一致
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第 22 号 29 年度後期高齢者医療特別会計予算 予 全会一致
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第 23 号 29 年度水道事業会計予算 予 全会一致
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第 24 号 29 年度下水道事業会計予算 予 全会一致
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

同意第 1 号 原村固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めること ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

≪委員会・議員提出≫
発委第 1 号 予算審査特別委員会の設置

≪提出者：議会運営委員長　矢島昌彦≫ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

発議第 1 号 議会広報・広聴特別委員会の設置について
≪提出者：議員　阿部泰和≫ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

発議第 2 号 議会改革検討特別委員会の設置について
≪提出者：議員　阿部泰和≫ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

発委第 2 号 議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正
≪提出者：議会運営委員長　矢島昌彦≫ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

発委第 3 号 私立高校への公費助成に関する国への意見書提出
≪提出者：社会文教常任委員長　芳澤清人≫ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

発委第 4 号 私立高校への公費助成に関する県への意見書提出
≪提出者：社会文教常任委員長　芳澤清人≫ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

発委第 5 号 農業者戸別所得補償制度の復活を求める意見書提出
≪提出者：総務産業常任委員長　小池和男≫ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

≪請願・陳情≫ 本会議で採択された請願・陳情は、委員会・議員提出議案として、
可決した場合、原村議会議長名で政府宛に意見書提出されます

請願第 1 号 「テロ等組織犯罪準備罪」法案の提出に反対する意見書の採択を求める請願
≪提出者：憲法９条を守る原村民の会　事務局長　黒田晃生≫ 総 委員長裁決

不採択 × × × ○ ○ × ○ × × ○ 不採択

陳情第 1 号 私立高校に対する公費助成をお願いする陳情書
≪提出者：中信地区私学助成推進協議会　会長　細田明宏≫ 社 全会一致

採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採択

陳情第 2 号 農業者戸別所得補償制度の復活をもとめる陳情書
≪提出者：農民運動諏訪農民センター　代表　菊池敏郎≫ 総 全会一致

採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採択
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表
決
結
果
・
委
員
会
報
告

委
員
会
報
告

予
算
審
査
特
別
委
員
会

一

般

質

問

事
務
組
合
報
告

開
か
れ
た
議
会
に
む
け
て

検
討
継
続
と
し
た
。

⑨
学
識
経
験
者
の
起
用

　

各
委
員
会
・
予
定
議
案

段
階
で
の
学
者
な
ど
の
見

解
を
聴
く
機
会
を
設
け
る

こ
と
を
議
会
の
発
信
力
充

実
と
費
用
対
効
果
の
検
証

の
た
め
に
検
討
継
続
と
し

た
。

議
会
改
革
検
討
特
別
委
員

会
の
設
置

　

設
置
期
間
は
、
29
年
2

月
27
日
～
31
年
4
月
30
日

ま
で
。

　

委
員
の
定
数
は
、
4
名
。

議会
改革

広報
広聴

議
会
改
革
検
討
項
目

　

28
年
７
月
よ
り
月
に
１

～
２
回
の
委
員
会
を
開
き

い
く
つ
か
の
改
革
を
検
討

し
て
き
た
。

①
議
員
定
数

　

両
常
任
委
員
会
の
機
能

を
低
下
さ
せ
な
い
こ
と
や
、

地
域
住
民
の
声
を
代
表
す

る
必
要
人
数
、
と
中
間
報

告
。
全
員
協
議
会
に
か
け

て
、
検
討
継
続
と
な
っ
た
。

②
議
員
報
酬

　

世
代
の
代
表
と
し
て
の

議
員
を
出
す
こ
と
を
考
慮

し
つ
つ
、
財
源
確
保
を
鑑

み
検
討
継
続
と
し
た
。

③
常
任
委
員
会
構
成

　

委
員
長
の
ほ
か
に
採
決

権
を
持
つ
討
論
者
は
４
人

が
必
要
で
あ
る
と
し
、
現

行
の
５
人
構
成
が
よ
い
、

と
な
っ
た
。
議
員
定
数
の

関
係
と
あ
わ
せ
、
議
長
を

を
含
め
た
委
員
会
構
成
も

今
後
検
討
研
究
を
重
ね
る

こ
と
と
し
た
。
両
常
任
委

員
会
の
役
割
分
担
再
編
は

し
な
い
。

④
他
の
委
員
会
の
あ
り
方

　

常
任
員
会
の
他
に
、
議

会
運
営
委
員
会
・
議
会
広

報
編
集
委
員
会
・
議
会
改

革
検
討
委
員
会
が
あ
る
。

　

任
意
で
行
っ
て
い
る
広

報
編
集
委
員
会
と
議
会
改

革
検
討
委
員
会
を
公
務
対

象
と
な
る
特
別
委
員
会
と

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　

広
報
編
集
委
員
会
は
、

広
聴
機
能
を
強
化
。
議
会

改
革
検
討
委
員
会
は
、
住

民
の
声
を
反
映
で
き
る
議

会
活
動
の
検
討
。
更
な
る

充
実
し
た
活
動
を
行
っ
て

い
く
。

　

３
月
定
例
会
に
特
別
委

員
会
の
設
置
を
議
員
提
出

し
た
。

⑤
夜
間
議
会
・
休
日
議
会

　

費
用
面
の
問
題
を
ク
リ

ア
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
と
、
費
用
対
効
果
を

考
慮
し
、
実
施
済
み
の
他

の
自
治
体
の
経
緯
を
見
守

り
、
成
功
事
例
が
あ
れ
ば

再
検
討
す
る
、
と
し
た
。

⑥
通
年
議
会

　

⑤
と
同
様
に
他
の
自
治

体
の
動
向
を
見
守
る
段
階
。

⑦
議
会
広
聴
会

　

年
２
回
の
議
会
報
告
会

（
地
区
公
民
館
で
実
施
）の

ほ
か
に
テ
ー
マ
別
の
広
聴

会
を
年
１
～
２
回
開
催
す

る
。
議
会
広
報
・
広
聴
特

別
委
員
会
が
主
体
と
な
っ

て
準
備
し
て
い
く
。

⑧
議
会
Ｉ
Ｔ
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

　

費
用
面
・
技
術
面
で
の

ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、
近
隣

自
治
体
の
様
子
を
参
考
に

　

議
会
広
報
・
広
聴
特
別

委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
。

　

設
置
期
間
は
、
29
年
2

月
27
日
～
31
年
4
月
30
日

ま
で
。

　

委
員
の
定
数
は
、
5
名
。

目
的
は
、
議
会
広
報
の
編

集
発
行
、
議
会
広
報
・
広

聴
に
関
す
る
調
査
研
究
。

　

議
会
広
報
・
広
聴
活
動

の
強
化
の
た
め
の
特
別
委

員
会

　

現
在
、
3
月
予
算
・
9

月
決
算
定
例
会
後
、
議
会

懇
談
会
を
村
内
4
か
所
で

開
催
し
て
い
る
。
議
会
が
、

定
例
会
報
告
を
し
、
住
民

の
皆
様
の
意
見
を
聴
き
、

議
論
す
る
。

　

議
会
が
常
に
民
意
を
反

映
し
、
住
民
の
声
が
政
策

に
反
映
で
き
る
よ
う
、
議

会
懇
談
会
を
含
め
た
広
聴

の
機
能
を
高
め
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

　

今
後
、
皆
様
に
読
ま
れ

る
議
会
広
報
編
集
、
ひ
と

り
一
人
の
声
を
政
策
に
反

映
で
き
る
広
聴
活
動
を
強

化
し
、
住
民
と
と
も
に
行

動
し
て
い
く
議
会
と
し
て

議
会
活
動
の
充
実
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

議
会
改
革
検
討
特
別
委
員
会
の
設
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　改
革
に
は
ず
み

委
員
長　

阿
部 

泰
和

委
員
長　

宮
坂 

早
苗

広
聴
機
能
の
強
化

　議
会
広
報
・
広
聴

　
　特
別
委
員
会
の
設
置

食器交換会住民活動
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一

般

質

問

表
決
結
果
・
委
員
会
報
告

委
員
会
報
告

予
算
審
査
特
別
委
員
会

事
務
組
合
報
告

開
か
れ
た
議
会
に
む
け
て

一 般 質 問 　 村 政 を 問 う
（
質
問
）29
年
度
よ
り
遊
休

農
地
を
放
棄
し
た
場
合
に
、

固
定
資
産
税
の
税
制
措
置

が
始
ま
る
。
今
後
の
遊
休

を
含
む
農
地
利
用
に
つ
い

て
、
遊
休
農
地
の
現
状
と

相
談
体
制
は
。

﹁
農
業
委
員
会
長
﹂ 

原
村

の
遊
休
農
地
は
、

17.3
　

ha
、

184
筆
。

　

課
税
強
化
に
つ
い
て
は
、

勧
告
対
象
地
の
所
有
者
に

対
し
、
農
地
中
間
管
理
機

構
と
協
議
す
べ
き
旨
の
通

知
を
し
た
場
合
は
、
勧
告

等
を
し
た
情
報
を
市
町
村

長
に
提
供
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。　
　
　

　

原
村
に
お
い
て
は
、
勧

告
す
る
に
値
し
な
い
旨
の

通
知
を
受
け
て
お
り
、
所

有
者
の
相
談
ま
た
は
増
税

に
つ
な
が
る
こ
と
は
な
い
。

（
質
問
）農
地
下
限
面
積
50

　

a
の
見
直
し
を
。

﹁
農
業
委
員
会
長
﹂
農
林

業
セ
ン
サ
ス
数
値
を
も
と

に
算
出
し
た
結
果
、
50

　

a

未
満
の
農
地
の
耕
作
者
は

14.8
％
、
40
％
を
す
で
に
下

回
っ
て
い
る
。
引
き
下
げ

る
こ
と
は
適
当
で
は
な
い

と
考
え
る
。

（
質
問
）農
的
な
暮
ら
し
を

求
め
て
の
移
住
、
有
機
農

業
を
目
指
し
て
農
業
を
始

め
る
等
、
農
業
へ
の
か
か

わ
り
方
は
多
様
性
に
満
ち

て
い
る
。

　

若
い
農
業
者
に
は
農
地

の
集
積
と
農
地
復
元
に
か

か
る
支
援
を
、
慣
行
栽
培

で
は
な
い
方
に
は
違
う
エ

リ
ア
へ
の
農
地
流
動
を
す

る
必
要
が
あ
る
。
今
後
の

支
援
の
あ
り
方
は
。

﹁
村
長
﹂
29
年
度
、遊
休
農

地
に
つ
い
て
の
国
の
補
助

制
度
が
始
ま
る
。
申
請
状

況
を
み
な
が
ら
、
今
後
ど

の
よ
う
に
展
開
す
る
か
考

え
て
い
く
。

（
質
問
）「
移
住
者
の
溶
け

込
み
支
援
に
積
極
的
に
取

組
む
モ
デ
ル
地
区
」
の
認

定
に
伴
う
村
の
対
応
は
。

﹁
村
長
﹂さ
ら
に
移
住
政
策

を
進
め
る
。
全
村
対
象
に

空
き
家
調
査
を
行
う
。
空

き
家
等
活
用
の
中
古
住
宅

貸
出
の
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用

も
研
究
し
て
い
く
。

（
質
問
）若
者
の
フ
ラ
ワ
ー

団
地
購
入
に
あ
た
り
、
土

地
開
発
公
社
と
の
協
議
の

考
え
は
。

﹁
村
長
﹂若
者
が
土
地
代
に

出
せ
る
金
額
は
600
万
円
位

だ
と
考
え
る
。

　

体
制
を
組
み
直
し
、
区

画
の
販
売
に
努
め
て
い
く
。

（
質
問
）
認
知
症
の
行
方

不
明
者
が
高
齢
化
の
進
行

と
と
も
に
増
え
つ
づ
け
て

い
る
。
行
方
不
明
者
が
見

つ
か
っ
て
も
不
幸
な
結
果

だ
っ
た
と
聞
く
こ
と
も
少

な
か
ら
ず
あ
り
ま
す
。
そ

う
し
た
悲
し
い
悲
劇
を
招

か
な
い
た
め
に
も
十
分
な

対
策
が
必
要
で
す
。
認
知

症
行
方
不
明
者
へ
の
村
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
の
現

状
は
。

﹁
村
長
﹂少
し
で
も
早
い
段

階
で
行
方
不
明
者
の
情
報

を
よ
り
多
く
の
方
に
知
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切

と
な
る
。

　

行
方
不
明
者
の
情
報
は

個
人
情
報
の
た
め
漏
洩
が

な
い
た
め
に
も
通
常
の
検

索
で
は
表
示
し
な
い
閲
覧

方
法
と
な
る
。
閲
覧
の
可

能
な
時
間
を
短
時
間
に
設

定
を
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
構
築
途
上
で
あ
り
喫

緊
に
解
決
し
て
い
き
た
い
。

（
質
問
）
認
知
症
に
な
る

と
、
家
の
中
や
外
を
歩
き

回
る
と
い
っ
た
行
動
が
見

ら
れ
る
。
家
の
外
に
出
る

徘
徊
が
見
ら
れ
る
と
行
方

不
明
と
い
う
大
変
な
事
態

に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
真

夏
の
炎
天
下
で
は
脱
水
に
、

冬
の
厳
寒
期
に
は
凍
え
る

こ
と
に
な
り
ご
本
人
に

と
っ
て
は
命
に
か
か
わ
り

ま
す
。
近
隣
市
町
と
連
携

し
て
の
見
守
り
強
化
を
ど

の
よ
う
に
考
え
る
か
。

﹁
村
長
﹂他
市
町
の
行
方
不

明
者
の
捜
索
に
つ
い
て
は
、

村
で
は
総
務
課
で
警
察
か

ら
の
捜
索
要
請
に
有
線
放

送
や
緊
急
メ
ー
ル
な
ど
で

対
応
。
性
別
や
服
装
な
ど

の
情
報
は
音
声
や
文
字
に

て
発
信
し
て
い
る
。
富
士

見
町
で
は
原
村
と
同
様
に

有
線
放
送
や
防
災
無
線
な

ど
で
情
報
提
供
し
て
い
る
。

茅
野
市
で
は
警
察
か
ら
の

依
頼
に
よ
り
必
要
に
応
じ

て
防
災
無
線
に
て
市
内
全

域
に
広
報
す
る
こ
と
も
可

能
と
の
こ
と
。

　

行
方
不
明
者
の
捜
索
は

一
刻
を
争
う
こ
と
か
ら
、

村
内
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

始
め
近
隣
市
町
と
の
協
力

体
制
を
早
急
に
構
築
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

宮 坂 早 苗

小 林 庄 三 郎

農
地
の
集
積
と
遊
休
農
地
復
元
支
援
を

高
齢
の認知

症
行
方
不
明
者
対
策
は

答

答

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
中

　

国
の
補
助
制
度
が
始
ま
る

　

申
請
状
況
を
見
て
考
え
る
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会
を
立
ち
上
げ
、
関
係
職

員
の
協
力
の
も
と
事
業
を

展
開
中
。
鏝
絵
の
見
学
ツ

ア
ー
は
実
施
し
て
い
る
が

阿
久
遺
跡
を
含
め
た
総
合

的
な
取
り
組
み
は
今
後
の

課
題
と
し
た
い
。

（
質
問
）ペ
ン
シ
ョ
ン
の
活

性
化
や
、
一
ラ
ン
ク
上
の

ツ
ア
ー
等
、
プ
レ
ゼ
ン
も

含
め
て
の
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド

の
登
録
制
度
な
ど
の
考
え

は
。

﹁
村
長
﹂ペ
ン
シ
ョ
ン
活
性

化
の
一
連
の
事
業
の
中
で

養
成
講
座
は
開
催
し
て
い

る
。
そ
の
中
で
も
新
し
い

波
が
で
き
つ
つ
あ
り
期
待

す
る
。
観
光
連
盟
中
心
に

大
き
な
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
は

存
在
す
る
は
ず
で
、
今
後

の
事
業
展
開
に
期
待
し
て

い
る
。

（
質
問
）６
市
町
村
の
広
域

（
質
問
）経
済
波
及
効
果
が

大
き
い
観
光
分
野
は
地
域

活
性
化
の
決
め
手
で
あ
り
、

特
に
歴
史
的
な
文
化
財
は

大
き
な
観
光
資
源
だ
と
思

う
。
鏝
絵
も
美
し
い
村
連

合
に
加
盟
で
き
た
要
素
で

あ
る
が
、
見
解
は
。

﹁
村
長
﹂美
し
い
村
連
合
加

盟
は
直
接
観
光
資
源
の
開

発
・
観
光
産
業
の
振
興
の

た
め
で
は
な
い
が
連
合
加

盟
を
村
内
外
に
も
示
し
つ

つ
、
村
づ
く
り
推
進
委
員

連
携
と
八
个
岳
定
住
自
立

圏
連
携
は
観
光
産
業
に
ど

う
生
か
さ
れ
て
い
る
の
か
。

そ
れ
ぞ
れ
の
相
手
の
自
治

体
か
ら
見
た
意
見
も
大
事

だ
と
思
う
が
。

﹁
村
長
﹂ど
う
展
開
し
て
い

く
か
、
今
後
検
討
を
進
め

る
段
階
。
熱
意
と
情
熱
の

あ
る
者
の
出
現
を
望
ん
で

い
る
。

（
質
問
）世
界
的
な
企
業
も

原
村
に
は
存
在
す
る
。
公

立
諏
訪
東
京
理
科
大
と
の

産
学
連
携
の
展
望
は
。

﹁
村
長
﹂公
立
大
と
し
て
は

２
年
後
の
設
置
。
先
の
話

な
の
で
、
今
は
商
工
会
を

核
と
し
て
情
報
発
信
に
は

努
め
て
い
き
た
い
。

阿 部 泰 和

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

補
助
金
制
度
の
継
続
は

（
質
問
）原
村
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
の
補
助
金
制
度

が｢

広
報
は
ら｣

２
月
号

に
よ
る
と
、
3
月
末
で
終

了
と
あ
る
が
、
継
続
の
考

え
は
。

﹁
村
長
﹂
こ
の
条
例
は
平

成
28
年
度
で
終
了
す
る
時

限
立
法
で
あ
り
、
当
初
の

目
的
は
果
た
し
た
と
考
え
、

期
間
の
延
長
に
つ
い
て
の

議
案
と
し
て
上
程
し
て
あ

り
ま
せ
ん
。｢

広
報
は
ら｣

２
月
号
で
村
民
の
皆
さ
ん

に
お
知
ら
せ
を
し
ま
し
た
。

小 池 和 男

答
当
初
の
目
的
は
果
た
し
た

一 般 質 問 　 村 政 を 問 う

ペンション活性化

太陽光発電システム

観
光
産
業
の
展
望
と
施
策
は

答
熱
意
と
情
熱
の
あ
る
者
の

出
現
を
望
む

ミ
ニ
解
説

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設

置
補
助
金
制
度
に
つ
い
て

　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用

す
る
シ
ス
テ
ム
の
設
置
費

用
を
支
援
す
る
こ
と
で
、

地
球
環
境
の
保
全
や
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
の
確

保
を
図
り
、
環
境
に
や
さ

し
い
村
づ
く
り
を
推
進
す

る
目
的
で
、
平
成
23
年
７

月
か
ら
開
始
。

　

一
般
住
宅
用
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
の
普
及
が
促

進
さ
れ
、
設
置
費
用
も
低

下
し
て
き
た
た
め
、
平
成

28
年
度
で
終
了
。
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開
か
れ
た
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会
に
む
け
て

一 般 質 問 　 村 政 を 問 う
（
質
問
）
樅
の
木
荘
建
設

計
画
に
つ
い
て
検
討
が
進

め
ら
れ
て
来
た
が
、
昨
年

十
一
月
に
、
計
画
が
全
て

振
り
出
し
に
戻
り
、
さ
ら

に
耐
震
診
断
の
結
果
を

待
っ
て
再
出
発
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
こ
れ
は
「
樅

の
木
荘
建
設
委
員
会
」
設

置
以
前
の
事
態
に
戻
っ
た

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
住

民
の
意
見
を
十
分
汲
み
取

る
た
め
に
も
、
建
設
委
員

会
は
解
散
し
、
改
め
て
設

置
し
直
す
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

﹁
村
長
﹂設
置
要
綱
に
、「
委

員
の
任
期
は
建
設
終
了
ま

で
」
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
計
画
が
全
て
振
り
出

し
に
戻
っ
た
わ
け
で
は
な

い
の
で
、
建
設
委
員
会
を

解
散
す
る
こ
と
は
毛
頭
考

え
ら
れ
な
い
。

（
質
問
）
住
民
に
は
、「
樅

の
木
荘
」
と
「
も
み
の
湯
」

は
一
体
だ
と
い
う
感
覚
が

強
い
。「
も
み
の
湯
の
脱
衣

所
、
洗
い
場
が
狭
す
ぎ
る
。

施
設
の
老
朽
化
が
激
し
す

ぎ
る
。
こ
の
際
、
両
者
一

体
の
建
設
・
改
修
計
画
を

検
討
す
べ
き
だ
」
と
い
う

声
が
多
い
が
。

﹁
村
長
﹂両
者
を
並
行
し
て

進
め
る
こ
と
は
財
政
的
に

無
理
だ
。

（
質
問
）
安
倍
内
閣
は
社

会
保
障
全
体
に
対
す
る
圧

迫
を
強
め
、
国
民
に
対
し

て
「
自
分
の
命
、
生
活
は

自
己
責
任
で
」
と
い
う
方

向
を
強
め
る
中
で
、
今
回

の
国
民
健
康
保
険
の
都
道

府
県
化
の
政
策
を
出
し
た
。

　

い
よ
い
よ
平
成
30
年
度

か
ら
の
実
施
と
な
る
が
、

こ
の
動
き
を
ど
う
捉
え
て

い
る
か

﹁
村
長
﹂国
保
の
都
道
府
県

化
は
、
持
続
可
能
な
社
会

保
障
制
度
の
確
立
を
図
る

た
め
の
改
革
。
都
道
府
県

と
市
町
村
の
適
切
な
役
割

分
担
の
た
め
の
施
策
で
あ

り
、
保
険
者
が
県
単
位
に

な
る
こ
と
に
よ
っ
て
安
定

し
た
保
険
運
営
が
で
き
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

（
質
問
）
村
の
人
口
減
少

は
食
い
止
め
ら
れ
て
い
る
。

今
後
、
持
続
的
な
人
口
増

と
村
の
活
性
化
を
図
る
た

め
に
ど
ん
な
施
策
を
考
え

て
い
る
か
。

﹁
村
長
﹂村
の
基
幹
産
業
で

あ
る
農
業
振
興
、
起
業
家

の
育
成
、
子
育
て
支
援
を

中
心
と
し
た
施
策
で
人
口

増
を
目
指
す
。

（
質
問
）阿
久
遺
跡
は
国
の

史
跡
に
な
っ
て
40
年
以
上

経
過
し
て
い
る
が
今
後
の

整
備
計
画
は
。

﹁
教
育
長
﹂伐
採
等
が
終
了

し
公
園
化
の
基
盤
が
出
来

て
い
る
。
さ
ら
に
隣
接
の

民
有
地
を
３
千
㎡
ほ
ど
買

い
上
げ
て
国
史
跡
の
範
囲

と
共
に
史
跡
公
園
と
し
て

い
き
た
い
。

　

史
跡
の
公
園
化
で
、
学

習
イ
ベ
ン
ト
な
ど
実
施
し

埋
蔵
文
化
財
収
蔵
庫
の
活

用
を
し
て
い
き
た
い
。

　

最
終
的
に
は
埋
蔵
文
化

財
セ
ン
タ
ー
が
出
来
れ
ば

い
い
と
考
え
て
い
る
。

（
質
問
）埋
蔵
文
化
財
収
蔵

庫
の
内
容
及
び
公
開
状
況

は
。

﹁
教
育
長
﹂遺
物
出
土
し
復

元
し
た
土
器
は
約
１
千
300

点
、
土
器
・
石
器
・
鉄
製

品
等
木
箱
が
３
千
ケ
ー
ス
、

写
真
・
図
面
な
ど
フ
ァ
イ

ル
・
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
な
ど

400
冊
あ
る
。
収
蔵
庫
の
公

開
は
28
年
度
で
９
回
、
150

人
が
見
学
し
て
い
る
。

（
質
問
）埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー
を
建
設
し
展
示
室
や

体
験
学
習
室
な
ど
を
設
置

す
る
考
え
は
。

﹁
村
長
﹂
建
設
に
あ
た
り
、

ど
う
い
う
形
で
お
金
を
出

せ
る
か
今
後
研
究
を
進
め

て
い
き
た
い
。
新
規
の
建

物
の
補
助
金
は
な
い
が
既

存
の
施
設
の
改
修
に
つ
い

て
は
多
少
補
助
金
が
期
待

で
き
る
。
現
在
の
埋
蔵
文

化
財
収
蔵
庫
の
、
あ
る
程

度
の
ス
ペ
ー
ス
を
土
器
等

の
整
理
室
と
か
展
示
コ
ー

ナ
ー
に
し
て
、
入
っ
て
い

る
も
の
を
簡
易
的
な
コ
ン

テ
ナ
ハ
ウ
ス
な
ど
に
出
し

て
い
く
の
も
一
方
法
で
あ

る
。
今
一
番
の
喫
緊
の
課

題
は
、
旧
保
育
園
に
あ
る

文
化
財
係
の
場
所
を
ど
こ

へ
ど
の
よ
う
に
確
保
し
て

い
く
か
と
い
う
こ
と
と
捉

え
て
い
る
。

（
質
問
）保
育
園
の
勤
務
体

制
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
か
。

﹁
村
長
﹂
現
在
は
早
朝
保

育
で
朝
７
時
半
よ
り
正
規

の
職
員
を
含
め
５
名
、
通

常
保
育
が
終
了
し
た
延
長

保
育
に
つ
い
て
は
16
時
か

ら
８
名
が
対
応
し
て
い
る
。

保
育
士
の
配
置
基
準
は
０

歳
児
保
育
は
３
対
１
、４

～
５
歳
児
で
は
国
の
基
準

30
対
１
に
対
し
、
村
で
は

25
対
１
。
村
で
の
配
置
は

重
く
し
て
い
る
。

鮫 島 和 美

芳 澤 清 人

樅
の
木
荘
建
設
委
員
会
を

改
組
す
べ
き
で
は

阿
久
遺
跡
の
整
備
と
活
用
は

答

答

史
跡
公
園
化
に
向
け
た
整
備
を

進
め
て
い
る

　

改
組
は
考
え
ら
れ
な
い
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（
質
問
）村
の
人
口
は
平
成

22
年
の
７
千
573
人
を
ピ
ー

ク
に
減
り
始
め
、
30
年
後

に
は
500
人
の
減
少
が
予
想

さ
れ
る
。
人
口
の
減
少
は

村
の
衰
退
に
つ
な
が
る
。

増
加
対
策
は
。

﹁
村
長
﹂若
い
世
代
の
移
住

や
、
U
タ
ー
ン
を
促
す
と

共
に
村
外
の
働
き
場
所
の

確
保
に
努
め
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
若
者
が
原
村
に
魅

力
を
感
じ
て
生
活
で
き
る

村
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

そ
の
施
策
と
し
て
、
①
子

育
て
支
援
、
②
保
健
福
祉
、

③
病
後
児
保
育
、
④
産
後

ケ
ア
、
⑤
若
者
の
収
入
に

見
合
っ
た
安
価
な
住
宅
地

や
、
物
件
の
提
供
を
し
て

い
き
た
い
。

（
質
問
）
移
住
・
定
住
の
情

報
発
信
は
。

﹁
村
長
﹂
移
住
・
定
住
の

推
進
活
動
に
よ
り
、
県
の

「
モ
デ
ル
地
区
」に
認
定
さ

れ
た
。
こ
れ
を
強
み
に
外

部
に
情
報
発
信
し
て
、
原

村
へ
若
者
た
ち
の
誘
導
を

更
に
進
め
て
い
き
た
い
。

（
質
問
）
フ
ラ
ワ
ー
団
地
、

分
譲
地
の
販
売
促
進
策
と

し
て
、
40
歳
以
下
の
若
者

が
購
入
し
た
場
合
、
100
万

円
の
補
助
し
た
ら
ど
う
か
。

﹁
村
長
﹂
現
時
点
で
は
、フ

ラ
ワ
ー
団
地
の
分
譲
地
を

対
象
と
し
た
補
助
金
は
、

公
平
性
の
担
保
と
い
う
観

点
か
ら
難
し
い
。
村
と
し

て
も
こ
の
ま
ま
放
っ
て
は

お
け
な
い
の
で
、
29
年
度

は
新
た
な
動
き
を
模
索
し

て
い
き
た
い
。

（
質
問
）﹁
も
み
の
湯
」
の

入
場
者
の
推
移
は
。

﹁
村
長
﹂
平
成
12
年
度
が

18
万
人
、
13
年
が
17
万
人
、

14
年
か
ら
18
年
ま
で
が

15
万
人
、
19
年
が
16
万
人
、

以
降
は
16
～
17
万
人
で
推

移
し
て
い
る
。

（
質
問
）「
も
み
の
湯
」
は

開
業
以
来
16
年
に
な
る
。

浴
場
内
の
タ
イ
ル
や
、
周

囲
も
経
年
劣
化
で
変
色
し
、

ア
ル
ミ
の
窓
枠
も
腐
触
し

て
、
清
潔
感
が
な
い
。
利

用
者
が
快
適
に
入
浴
で
き

る
よ
う
早
急
に
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
を
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

﹁
村
長
﹂「
も
み
の
湯
」
の

管
理
運
営
は
指
定
管
理
者

が
行
っ
て
い
る
。
落
ち
の

な
い
よ
う
に
受
け
入
れ
体

制
を
構
築
し
て
い
く
。
未

改
善
の
部
分
は
ご
指
適
い

た
だ
き
た
い
。

永 井 和 人

住
民
公
募
さ
れ
た
会
議
の

公
開
・
非
公
開
の
基
準
は

人
口
の
増
加
対
策
は

（
質
問
）医
療
費
特
別
給
付

金
制
度
の
あ
り
方
検
討
委

員
会
等
、
住
民
公
募
さ
れ

た
会
議
が
非
公
開
と
な
っ

て
い
る
。
原
則
公
開
で
あ

る
と
考
え
る
が
、
公
開
・

非
公
開
の
基
準
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

﹁
村
長
﹂
審
議
会
等
の
公

開
・
非
公
開
の
基
準
は
定

め
て
い
な
い
。
開
会
前
に

委
員
会
に
お
い
て
、公
開
・

非
公
開
の
確
認
を
と
っ
て

い
る
。
自
由
か
つ
率
直
な

意
見
交
換
が
妨
げ
ら
れ
る

恐
れ
が
あ
る
こ
と
等
を
ふ

ま
え
て
対
応
し
て
い
る
。

（
質
問
）南
原
区
の
住
民
が

自
然
景
観
と
豊
か
な
自
然

環
境
を
守
り
育
み
、
後
世

に
継
承
す
る
た
め
の
「
自

然
景
観
・
環
境
保
全
住
民

協
定
」
を
締
結
。
今
回
の

住
民
の
考
え
方
に
つ
い
て
、

村
と
し
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

﹁
村
長
﹂法
的
拘
束
力
は
な

い
が
非
常
に
素
晴
ら
し
い

こ
と
だ
と
思
う
。
土
地
の

有
効
活
用
の
一
つ
と
し
て

太
陽
光
発
電
も
選
択
し
て

建
設
す
る
方
も
お
ら
れ
る

と
思
う
。
そ
の
辺
は
全
体

の
バ
ラ
ン
ス
を
見
な
が
ら
、

住
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を

い
た
だ
き
、
納
得
い
く
形

で
事
業
化
し
て
も
ら
う
の

が
一
番
。
行
政
と
し
て
ど

う
い
う
ふ
う
に
全
体
の
バ

ラ
ン
ス
を
保
っ
て
い
く
か

が
今
後
の
課
題
。

（
質
問
）学
校
給
食
費
の
保

護
者
負
担
の
軽
減
の
立
場

か
ら
、
学
校
給
食
の
滞
納

状
況
と
児
童
手
当
よ
り
充

当
の
実
態
は
。
学
校
給
食

費
の
無
償
化
に
つ
い
て
の

考
え
は
。

﹁
教
育
長
﹂
小
学
校
で
現

在
２
家
庭
、
中
学
校
で
６

件
で
す
が
毎
年
全
て
決
算

時
に
は
滞
納
が
な
い
状
況
。

非
常
に
厳
し
い
時
代
に

な
っ
て
い
る
の
で
今
年
は

わ
か
ら
な
い
。

﹁
保
健
福
祉
課
長
﹂直
接
児

童
手
当
か
ら
給
食
費
に
充

当
す
る
こ
と
は
現
在
し
て

い
な
い
。

﹁
村
長
﹂無
償
化
と
い
う
よ

り
食
育
と
い
う
面
に
目
を

向
け
展
開
し
て
い
る
。
現

時
点
で
は
、
無
償
化
は
考

え
て
い
な
い
。

（
質
問
）入
学
準
備
金
の
事

前
支
給
つ
い
て
現
状
は
。

﹁
教
育
長
﹂
現
実
は
困
難
。

研
究
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

内 田 章 子

答

答

基
準
は
定
め
て
い
な
い

若
者
世
代
の
移
住
や

U
タ
ー
ン
を
促
す

一 般 質 問 　 村 政 を 問 う
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一

般
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表
決
結
果
・
委
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委
員
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告

予
算
審
査
特
別
委
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会

事
務
組
合
報
告

開
か
れ
た
議
会
に
む
け
て

一 般 質 問 　 村 政 を 問 う
（
質
問
）村
内
の
若
者
と
の

対
話
を
重
ね
て
き
て
い
る

と
聞
く
が
成
果
は
。

﹁
村
長
﹂
就
任
以
来
、農
業

再
生
と
い
う
こ
と
で
、
農

業
後
継
者
、
新
規
就
農
者

の
皆
さ
ん
と
の
対
話
を
し

た
。
そ
れ
か
ら
観
光
連
盟

の
視
察
に
若
い
方
に
も
加

わ
っ
て
い
た
だ
い
た
。
昨

年
は
中
高
生
の
「
ハ
ラ
カ

ツ
！
」
の
人
た
ち
と
も
何

回
か
お
話
し
を
し
た
。

　

農
業
再
生
の
関
係
は
、

組
合
関
係
者
、
組
合
長
に

も
出
席
い
た
だ
き
、
そ
れ

な
り
の
方
向
づ
け
が
で
き
、

29
年
度
の
予
算
を
組
ん
で

い
る
。
観
光
連
盟
も
視
察

を
含
め
た
形
で
今
後
の
あ

る
程
度
の
方
向
づ
け
も
出

て
き
て
い
る
気
が
す
る
。

後
は
、若
い
人
・
子
ど
も
た

ち
に
は
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
点
灯
式
へ
参
画
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
し
、
今
年

8
月
の
原
村
よ
い
し
ょ
祭

り
に
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
加

わ
っ
て
も
ら
う
よ
う
な
話

も
し
て
い
る
。
そ
う
い
っ

た
動
き
の
一
つ
一
つ
の
積

み
重
ね
で
、
ま
た
更
に
新

し
い
考
え
が
出
て
く
る
と

思
っ
て
い
る
。

（
質
問
）村
政
へ
の
反
映
は

さ
れ
る
の
か
。

﹁
村
長
﹂
農
業
関
係
で
は
、

国
の
就
農
支
援
金
と
は
別

枠
の
村
の
制
度
を
つ
く

り
、
P

　

R
を
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

ネ
ッ
ト
販
売
の
面
で
苦
慮

し
て
い
て
、
村
の
援
助
的

な
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
お

願
い
し
た
い
と
の
要
望
も

あ
る
の
で
、
村
の
情
報
発

信
を
活
用
す
る
こ
と
を
今

後
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
質
問
）村
民
か
ら
の
具
体

的
な
提
案
の
受
付
け
体
制

が
必
要
と
考
え
る
が
。

﹁
村
長
﹂
若
い
人
に
限
ら

ず
、
月
1
回
話
し
合
う
日

を
設
け
て
い
る
。
そ
こ
で

お
話
い
た
だ
い
た
こ
と
を
、

ど
の
と
思
っ
て
い
る
。
あ

る
程
度
そ
の
よ
う
な
形
で

具
体
的
な
提
案
に
対
す
る

行
動
も
芽
生
え
つ
つ
あ
る
。

　

２
月
１
日
、
女
性
団
体

連
絡
協
議
会
と
の
懇
談
会

が
行
わ
れ
た
。

　

年
１
回
行
わ
れ
る
懇
談

会
で
は
、
高
齢
化
社
会
に

む
け
た
課
題
、「
村
出
資
の

会
社
原
村
振
興
公
社
」
の

経
営
に
つ
い
て
多
く
の
意

見
が
か
わ
さ
れ
た
。

　

高
齢
者
の
免
許
返
納
が

増
え
て
い
く
中
、
移
動
手

段
の
心
配

　

茅
野
警
察
署
が
行
っ
た

原
村
役
場
で
の
免
許
返
納

受
付
は
、
多
く
の
方
が
訪

れ
た
。
茅
野
ま
で
は
遠
い

と
思
っ
て
い
る
方
た
ち
が
、

原
村
で
行
う
な
ら
、
と
返

納
や
相
談
に
来
ら
れ
た
。

　

今
後
返
納
さ
れ
た
方
の

移
動
手
段
に
つ
い
て
考
え

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。

　

公
共
交
通
の
土
日
運
行

の
検
討

　

土
日
の
公
共
交
通
は
、

茅
野
駅
か
ら
美
濃
戸
方
面
。

　

八
个
岳
観
光
圏
で
運
営

し
て
い
る
小
淵
沢
か
ら
原

村
へ
の
ル
ー
ト
の
み
。

　

土
日
、
村
内
の
公
共
交

通
の
運
行
は
な
い
。

　

原
村
振
興
公
社
の
経
営

に
つ
い
て
の
要
望

・
職
員
教
育
の
要
望.

・
レ
ス
ト
ラ
ン
の
有
効
利

用
と
若
者
を
雇
用
で
き
る

経
営
の
要
望
。

　

住
民
の
交
流
の
場
と
し

て
、
地
域
外
住
民
や
各
種

団
体
の
地
区
公
民
館
を
利

用
し
た
交
流
の
提
案

　

各
地
区
公
民
館
の
利
用

は
可
能
。
地
区
公
民
館
ご

と
に
利
用
規
則
が
決
め
ら

れ
て
い
る
の
で
問
い
合
わ

せ
を
。

　

今
後
の
高
齢
化
社
会
に

向
け
て
、
認
知
症
予
防
や

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
活

性
化
さ
せ
る
こ
と
は
大
切
。

事
業
化
に
む
け
た
取
り
組

み
も
必
要
。

松 下 浩 史

若
者
と
の
対
話
と
成
果
は

答
積
み
重
ね
で
新
し
い
考
え
を「ハラカツ！」よいさ祭り

女団連

団体
懇談会

副
議
長　

宮
坂 

早
苗

　

２
月
１
日
、
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
と
懇
談
会
を
行
っ
た
。

　

協
議
会
員
12
名
、
議
員
11
名
出
席
し
、
村
政
に
つ
い
て
議
論

し
た
。
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審
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特
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開
か
れ
た
議
会
に
む
け
て

事務
  組合

    報告

　

3
月
定
例
会
が
、
3
月

29
日
に
開
催
さ
れ
た
。
29

年
度
諏
訪
中
央
病
院
組
合

病
院
事
業
、
介
護
老
人
保

健
施
設
「
や
す
ら
ぎ
の

丘
」、
看
護
専
門
学
校
、
介

護
老
人
福
祉
施
設
「
ふ
れ

あ
い
の
里
」
の
会
計
予
算

案
な
ど
組
合
長
よ
り
７
議

案
の
提
出
が
あ
り
、
全
議

案
を
全
会
一
致
で
可
決
し

た
。

◎
病
院
事
業
会
計
の
予
算

　

収
益
的
収
入
及
び
支
出

の
予
定
額
を
97
億
５
千
632

万
１
千
円
で
事
業
収
益
・

費
用
は
同
額
と
し
た
。

　

業
務
の
予
定
量
と
し
て

１
日
当
り
の
入
院
患
者
数

は
330
人
（
年
間
12
万
450

人
）、
外
来
は
透
析
ク
リ

ニ
ッ
ク
を
含
め
１
日
当
り

850
人
（
年
間
20
万
７
千
400

人
）
と
し
た
。

　

閉
会
後
の
全
員
協
議
会

で
、
28
年
度
の
利
用
患

者
数
は
、
前
年
同
月
比

（
29
年
２
月
末
）
で
入
院

は
２
千
484
人
の
増
（
102
・

4
％
）、外
来
は
１
千
113
人

の
増
（
100
・
6
％
）
で
あ

る
と
説
明
が
あ
っ
た
。

　

看
護
専
門
学
校
卒
業
生

の
国
家
試
験
は
、
46
名
受

験
し
全
員
合
格
し
た
。
諏

訪
中
央
病
院
に
は
21
名
が

就
職
し
た
。
29
年
度
入
学

者
数
は
38
名
と
報
告
さ
れ

た
。

　

諏
訪
中
央
病
院
第
３
期

増
改
築
工
事
が
竣
工
の
運

び
と
な
り
、
29
年
４
月
15

日
に
病
院
内
、
ラ
ウ
ン
ジ

「
ひ
だ
ま
り
」に
て
竣
工
記

念
式
典
が
行
な
わ
れ
た
。

　

諏
訪
中
央
病
院
院
長
濱

口
實
様
が
３
月
31
日
を

も
っ
て
退
任
さ
れ
、
後
任

に
は
吉
澤
徹
様
が
院
長
に

就
任
さ
れ
ま
し
た
。

（
小
林
庄
三
郎
）

諏
訪
中
央
病
院
組
合

　

29
年
３
月
定
例
会
が
、

３
月
27
日
に
開
催
さ
れ
た
。

　

29
年
度
予
算
な
ど
２
議

案
を
全
会
一
致
で
可
決
し

た
。

◎
29
年
度
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

は
２
億
200
万
円
（
原
村
分

担
分
6
千
118
万
3
千
円
）。

　

予
算
は
、
31
年
度
諏
訪

行
政
組
合
が
運
営
す
る
リ

サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
へ
移

行
予
定
の
た
め
延
命
対
策

修
理
の
み
で
縮
減
予
算
と

な
っ
て
い
る
。（

内
田
章
子
）

会 計 別 予算額（収入） 原 村 負 担 分

病 院 事 業 9,756,321 35,468

老人保健施設 411,439 2,750

看護専門学校 140,637 9,641

老人福祉施設 449,133 −

予 算 額 原 村 分 担 金 原村分担金前年比

202,000 61,183 △ 826

29年度諏訪中央病院組合予算

29年度南諏衛生施設組合予算

（単位：千円）

（単位：千円）

　

一
部
事
務
組
合
と
は
、
複
数
の
市
町
村
で
単
独
で

処
理
さ
れ
て
い
た
事
務
の
一
部
を
共
同
し
て
処
理
す

る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
組
合
で
す
。

南
諏
衛
生
施
設
組
合

諏訪中央病院竣工式典
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一

般

質
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表
決
結
果
・
委
員
会
報
告

委
員
会
報
告

予
算
審
査
特
別
委
員
会

開
か
れ
た
議
会
に
む
け
て

諏
訪
南
行
政
事
務
組
合

会　計　名 予算額 原村分担金 分担金
負担割合（％）

一 般 会 計 73,750 5,596 9.71

ごみ処理特別会計 493,286 44,775 13.30

区　　　分
清掃センター搬入実績量

負担割合（％）
家庭系ごみ（t） 事業系ごみ（t）

茅　野　市 10,764.34 6,603.69 75.729
富 士 見 町 2,362.17 1,002.45 16.004
原 　 　 村 1,237.09 441.60 8.267
合　　　計 22,411.34 100

29 年度諏訪南行政事務組合予算

清掃センター搬入実績・負担割合

（単位：千円）

　

29
年
第
1
回
定
例
会
は
、

3
月
29
・
30
日
諏
訪
市
議

場
で
開
催
さ
れ
、
諏
訪
広

域
連
合
計
画
、
指
定
管
理

者
の
指
定
、
特
別
会
計
予

算
、
一
般
会
計
予
算
な
ど
、

12
議
案
を
承
認
・
可
決
し

た
。

◎
諏
訪
広
域
連
合
計
画
の

策
定

　

29
～
30
年
度
ま
で
の
、

諏
訪
広
域
連
合
の
事
業
計

画
、
第
3
期
の
基
本
理
念

を
継
承
し
、
圏
域
の
均
衡

あ
る
発
展
を
目
指
す
。

◎
諏
訪
広
域
連
合
の
施
設

の
指
定
管
理
者
の
指
定

　

諏
訪
地
区
小
児
夜
間
急

病
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
小

児
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
医

師
会
に
指
定
す
る
。

期
間
は
、
29
～
34
年
。

◎
29
年
度
一
般
会
計
予
算

　

病
院
群
輪
番
制
病
院
運

営
事
業
、
小
児
夜
間
セ
ン

タ
ー
事
業
。

◎
29
年
度
介
護
保
険
特
別

会
計
予
算

　

予
算
規
模
は
、
年
々
膨

張
し
て
い
る
。
高
齢
化
社

会
を
見
据
え
て
、
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、

介
護
保
険
制
度
の
公
平
性
、

持
続
可
能
な
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
を
図
っ
て
行
く
。

◎
29
年
度
広
域
消
防
特
別

会
計
予
算

　

広
域
消
防
一
元
化
と
な

り
、
通
信
シ
ス
テ
ム
・
消

防
力
の
高
度
化
と
、
消
防

団
と
の
連
携
強
化
を
図
っ

て
い
る
。

◎
諏
訪
広
域
連
合
諏
訪
地

域
ふ
る
さ
と
振
興
基
金
事

業
特
別
会
計
予
算

　

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

防
災
対
策
、
婚
活
推
進
事

業
等
を
進
め
て
い
く
。

（
小
平
雅
彦
）

諏
訪
広
域
連
合

会計別 予　算　額 原村負担分 前　年　比
一般会計    253,500   11,783 △ 124

特
別
会
計

救護施設八ヶ岳寮    394,172   2,774 23
介護保険  18,949,753 109,432  5,533

諏訪広域消防   2,349,350  137,562 7,420
ふるさと基金事業     17,025 　−  　−

　

29
年
３
月
定
例
会
が
、

３
月
28
日
に
開
催
さ
れ
た
。

29
年
度
予
算
な
ど
５
議
案

を
、
全
会
一
致
で
可
決
し

た
。

◎
29
年
度
一
般
会
計
予
算

（
諏
訪
市
・
茅
野
市
・
富
士

見
町
・
原
村
が
運
営
す
る

静
香
苑
の
予
算
）

・
歳
入
歳
出
の
総
額
は
、

７
千
375
万
円
（
原
村
分
担

金
559
万
６
千
円
）。

・
施
設
延
命
化
の
た
め
の

大
規
模
改
修
が
28
年
度
で

終
了
し
た
こ
と
が
減
額
の

大
き
な
要
因
。

◎
29
年
度
ご
み
処
理
事
業

特
別
会
計
予
算（
茅
野
市
・

富
士
見
町
・
原
村
の
ご
み

処
理
の
予
算
）

・
歳
入
歳
出
の
総
額
は
、４

億
９
千
328
万
６
千
円
（
原

村
分
担
金
４
千
477
万
５
千

円
）。

・
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

新
設
に
向
け
て
、
施
設
整

備
基
本
計
画
策
定
業
務
委

託
料
４
千
843
万
１
千
円
。

・
最
終
処
分
場
用
地
選

定
支
援
業
務
委
託
料

766
万
８
千
円
。（

松
下
浩
史
）

諏訪広域連合 29 年度会計予算 （単位：千円）

　リサイクルセンターと最終処

分場の新設の検討が進んでいる。

　リサイクルセンターは 32年の

稼働を目指し、候補地を茅野市米

沢の埴原田地区とし、計画が進め

られている。

　最終処分場は、焼却灰を県外に

搬出する延命処置で、まだ処理能

力に余裕はあるものの、今年度か

ら用地選定に入る。

　地域のごみは地域で処理、とい

う原則から考えると、ごみ削減は

喫緊の課題である。

ワンポイント



（14）

一

般

質

問

表
決
結
果
・
委
員
会
報
告

委
員
会
報
告

予
算
審
査
特
別
委
員
会

開
か
れ
た
議
会
に
む
け
て

事
務
組
合
報
告

　

こ
こ
数
年
で
も
例
を
見

な
い
、
降
雪
の
少
な
い
冬

で
あ
っ
た
。
雪
掻
き
を
す

る
回
数
も
少
な
く
冬
は
だ

い
ぶ
楽
で
あ
っ
た
。
３
月

末
か
ら
４
月
初
旬
に
季
節

外
れ
の
雪
が
降
っ
た
が
、

八
个
岳
の
残
雪
も
殆
ど
目

立
た
な
い
。
畑
灌
の
水
通

し
で
は
例
年
通
り
順
調
で

あ
っ
た
が
、
田
植
え
の
こ

の
時
期
、
水
不
足
は
心
配

で
あ
る
。

　

今
後
も
梅
雨
の
時
期
を

控
え
て
空
梅
雨
に
な
ら
な

い
こ
と
、
冷
夏
に
な
ら
な

い
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で

あ
る
。

（
阿
部
記
）

編
集
委
員
会

委
員
長　
　

宮
坂
早
苗

副
委
員
長　

松
下
浩
史

委　

員　
　

阿
部
泰
和

委　

員　
　

内
田
章
子

委　

員　
　

永
井
和
人

編
集
後
記

編
集
後
記

　私が住む原山には今や約 500 世帯の人々が
暮らしています。これらの多くの人が自然の
美しさや生活の快適性など原村の良さに惹か
れて越してきました。私も横浜から 15 年前
に移住、都会では得られない充実した日々を
過ごしています。
　原村の住み心地の良さは、大きくもなく小
さくもないその「大きさ」にあると思います。
人と人の顔がよく見える大きさなのです。役
場や郵便局、図書館、公民館、スーパーなど、
どこへ行っても知った顔に出会います。大都
会の何十万人分の 1 ではなく、7500分の１、
人の存在が大きく、人との距離が近いのです。
原村の未来もこの一人一人にかかっていま
す。ですから村も、そして私たち村民も、み
んなの力が十分に引き出せるような知恵と努
力が必要と思います。

　村議会の一般質問で立たれる議員の皆さん
は、本当に良く勉強されておられるのに感心
させられます。私がこんな事を言うのは実は
ほかでもなく、時間が許す限り議会傍聴に行
き、「自らの生の声」を聴くからです。
　昨今、村では「美しい村づくり」に奔走し
ております。各方面から注目されております。
村民共に楽しい限りです。期待大です。
　こうした中で樅の木荘問題、頭の痛いとこ
ろですが、焦らず将来に賭けた長い目で悔い
のない樅の木荘であってほしいと思う一人で
す。
　次に課題を一つ。原郵便局～阿久信号機間
に植樹されておりますナナカマド、淋しく
なってきましたが、その後継に未来に楽しみ
な美を誇るカリンの並木街道はいかがでしょ
うか。
　最後に当たり、議員皆様の益々のご活躍も
さることながら、村のよりよき発展とその固
持を強く祈らざるを得ません。村の誇りを。

開
か
れ
た
議
会
に
む
け
て

議会の傍聴に
お出かけください

次回（平成 29年 6月）の定例会は
6月 2日（金）開会の予定です。

お問い合わせは、議会事務局に（0266-79-7951）

村
の
誇
り
を

７
５
０
０
分
の
１

鹿熊 忠子さん（原山区在住）

清水 俊男さん（柏木区在住）皆様のお声を
お聞かせください
議会は、住民の皆様の声を
議会活動に反映していきます。


